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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
「
一
」
が
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
七
月
発
行
の
『
人
類
學
雜
誌
』
二
十

九
巻
七
号
に
初
出
さ
れ
、
「
二
」
が
同
年
十
月
の
同
じ
『
人
類
學
雜
誌
』
二
十
九
巻
十
号
に
、
「
三
」
が
翌

大
正
四
年
一
月
の
『
人
類
學
雜
誌
』
三
十
巻
一
号
に
初
出
さ
れ
た
も
の
で
、
後
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト

（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年

刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

実
は
、
本
篇
は
「
選
集
」
版
を
「
睡
人
お
よ
び
死
人
の
魂
入
れ
替
わ
り
し
譚
」
と
し
て
古
く
に
公
開
し

て
い
る
が
、
今
回
の
も
の
が
、
正
規
表
現
版
と
な
る
。
「
一
」
は
例
に
よ
っ
て
、
南
方
熊
楠
の
文
章
は
ベ

タ
で
続
く
の
で
、
「
選
集
」
を
参
考
に
段
落
を
成
形
し
、
そ
こ
に
注
を
挟
ん
だ
。
不
審
な
箇
所
は
引
用
原

本
や
「
選
集
」
で
訂
し
た
が
、
そ
れ
は
い
ち
い
ち
注
記
し
な
か
っ
た
。］ 
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睡
人
及
死
人
の
魂
入
替
り
し
譚 

一 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
人
類
二
七
卷
五
號
三
一
三
頁
參
照
） 

  

倭
漢
三
才
圖
會
卷
七
一
に
、
伊
勢
國
安
濃
郡
内
田
村
長
源
寺
。
相
傳
曰
、
昔
當
地
人
與
日
向
國
旅
人
、

會
避
暑
於
堂
之
檐
、
互
不
知
熟
睡
日
既
暮
、
有
人
倉
卒
呼
起
之
、
兩
人
周
章
覺
、
其
魂
入
替
而
各
還
家
、

面
貌
其
人
而
心
志
音
聲
甚
異
也
、
家
人
不
敢
肯
、
兩
人
共
然
、
故
再
來
于
此
復
熟
睡
、
則
夢
中
魂
入
替
如

故
、
諺
曰
伊
勢
也
日
向
之
物
語
者
是
也
。
或
紀
曰
、
推
古
天
皇
三
十
四
年
三
月
壬
午
日
五
瀨
國
黃
葉
縣
、

佐
伯
小
經
來
死
、
三
日
三
夜
而
蘇
、
日
向
國
小
畠
縣
謂
依
狹
晴
戶
者
同
日
死
同
日
蘇
、
不
知
妻
子
及
所
柄

鄕
村
名
、
五
瀨
者
語
日
向
、
日
向
者
語
五
瀨
、
父
子
鄕
村
名
分
明
、
其
子
弟
互
至
、
相
問
符
合
、
何
以
然

也
、
兩
人
同
時
死
、
共
至
冥
府
、
黃
泉
大
帝
議
曰
、
兩
人
命
未
、
宜
還
於
鄕
、
冥
使
率
之
來
誤
差
其
魂
尸
、

兩
家
子
弟
深
不
審
之
問
焉
縣
社
、
明
神
託
巫
告
曰
、
冥
使
通
明
、
何
有
所
誤
、
人
不
知
魂
鬼
、
又
多
疑
冥

府
、
冥
帝
知
之
、
證
之
敎
之
、
如
此
而
已
、
其
身
雖
我
等
父
、
心
卽
非
我
實
父
、
心
非
父
身
無
由
、
父
亦

以
不
爲
子
、
願
欲
替
父
、
朝
廷
下
府
任
父
子
願
、
仍
小
經
來
至
於
日
向
、
晴
戶
至
五
瀨
如
故
、
而
行
業 

鄕
名
亦
替
之
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
選
集
」
で
は
、
標
題
の
添
え
辞
と
し
て
、
二
行
で
、『
南
方
「
睡
眠
中
に
靈
魂
拔
け

出
づ
と
の
迷
信
」
一
節
参
照
』
／
『
『
人
類
學
雜
誌
』
二
七
巻
五
号
三
一
三
頁
』
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
先

に
電
子
化
注
し
た
「
睡
眠
中
に
靈
魂
拔
出
づ
と
の
迷
信 

一
」
の
こ
と
で
、
本
篇
の
頭
の
「
和
漢
三
才
図

会
」
の
そ
れ
は
、
そ
こ
で
、
も
う
既
に
触
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
卷
第
七
十
一

「
伊
勢
」
の
内
の
「
當
國 

神
社
佛
閣
各
所
」
内
の
「
長
源
寺
」
の
記
載
』
と
し
て
電
子
化
注
も
し
て
あ

る
。
し
か
も
、
熊
楠
の
引
用
に
は
ひ
ど
い
誤
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
意
味
が
分
か
ら
な
く
な

る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
、
私
の
所
持
す
る
原
本
で
修
正
し
て
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
訓
読
文
は

そ
ち
ら
に
あ
る
の
で
、
今
回
は
本
文
挿
入
し
て
い
な
い
。］ 

 

此
後
話
の
方
は
死
人
の
魂
他
人
の
尸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
か
ば
ね
」
。
］
に
入
替
り
て
蘇
生
後
身
邊

の
事
を
一
切
知
ら
ず
、
故
鄕
の
事
の
み
語
り
し
、
と
言
へ
る
に
反
し
、
前
話
の
方
は
睡
中
兩
人
の
魂
入
替

り
乍
ら
、
そ
の
體
各
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
の
お
の
」
。
］
異
人
の
魂
を
具
し
て
故
鄕
へ
歸
れ
り
と
す
る
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者
な
れ
ば
、
此
話
を
作
り
又
信
ぜ
し
人
々
は
、
人
體
自
ら
特
異
の
方
角
識
を
有
し
、
萬
一
他
人
の
魂
本
來

の
魂
と
入
替
り
て
之
に
寄
る
と
も
、
其
體
は
在
來
の
方
角
識
の
儘
に
故
鄕
を
指
し
て
歸
り
去
る
筈
と
心
得

た
る
を
證
す
。
事
頗
る
奇
怪
な
る
如
き
も
、
狂
人
の
精
神
夢
裡
の
思
想
全
く
別
人
同
樣
變
り
果
た
る
も
、

尙
ほ
身
體
の
動
作
は
多
少
本
人
在
來
の
通
り
な
る
例
多
き
を
參
す
れ
ば
、
此
前
話
は
精
神
變
態
學
上
の
面

由
き
材
料
た
り
と
思
は
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
方
角
識
」
「
選
集
」
で
は
以
上
に
『
セ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ジ
レ
ク
シ
ヨ
ン
ス
』
の
ル
ビ

を
振
っ
て
い
る
。S

en
se o

f D
irectio

n

。 

 

次
の
段
の
漢
文
は
後
に
推
定
訓
読
を
附
し
た
。］ 

 

扨
此
話
を
英
譯
し
て
、
一
九
一
二
年
十
一
月
卅
日
の
ノ
ー
ツ
、
エ
ン
ド
、
キ
ー
リ
ス
に
出
し
西
洋
に
も

斯
る
譚
有
り
や
と
問
ひ
し
も
一
答
文
だ
に
出
ざ
り
し
。
但
し
支
那
に
類
話
あ
る
を
近
日
自
分
見
出
し
た
れ

ば
爰
に
揭
ぐ
、
酉
陽
雜
俎
（
著
者
段
成
式
は
西
曆
八
六
三
年
死
せ
り
）
續
集
三
に
云
く
、
開
元
末
、
蔡
州

上
蔡
縣
南
李
村
百
姓
李
簡
癇
疾
卒
、
瘞
後
十
餘
日
、
有
汝
陽
縣
百
姓
張
弘
義
、
素
不
與
李
簡
相
識
、
所
居

相
去
十
餘
舍
（
一
舍
は
卅
五
里
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
唐
代
の
一
里
は
五
百
六
十
メ
ー
ト
ル
。
二
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
弱
。
］
）
、
亦
因
病
死
、
經
宿
却
活
、
不
復
認
父
母
妻
子
、
且
言
我
是
李
簡
、
家
在
上
蔡
縣
南
李
村
、

父
名
亮
、
驚
問
其
故
、
言
方
病
時
夢
有
二
人
、
著
黃
齎
帖
、
見
追
行
數
里
至
一
大
城
、
署
曰
王
城
、
引
入

一
處
、
如
人
間
六
司
院
、
留
居
數
日
、
所
勘
責
事
悉
不
能
對
、
忽
有
一
人
自
外
來
、
稱
錯
追
李
簡
可
即
放

還
、
一
吏
曰
李
簡
身
壞
、
須
令
別
處
受
生
、
因
請
却
復
本
身
、
少
頃
見
領
一
人
至
、
通
曰
追
到
雜
職
汝
陽

張
弘
義
、
吏
又
曰
弘
義
身
幸
未
壞
、
速
令
李
簡
託
其
身
以
盡
餘
年
、
遂
被
兩
吏
扶
持
却
出
城
、
但
行
甚
速
、

漸
無
所
知
、
忽
若
夢
覺
、
見
人
環
泣
及
屋
宇
、
都
不
復
認
、
亮
訪
其
親
族
名
氏
及
平
生
細
事
、
無
不
知
也
、

先
解
竹
作
、
因
自
入
房
、
索
刀
具
破
篾
成
器
、
語
音
舉
止
信
李
簡
也
、
竟
不
返
汝
陽
、
（
南
李
村
に
歸
り
、

父
亮
と
共
に
棲
し
也
）
時
成
式
三
從
叔
父
攝
蔡
州
司
戶
、
親
驗
其
事
、
昔
扁
鵲
易
魯
公
扈
趙
齊
嬰
之
心
、

及
寤
互
返
其
室
、
二
室
相
諮
、
以
是
稽
之
非
寓
言
矣
《
開
元
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
盛
唐
の
七
一
三
年
か
ら

七
四
一
年
。
］
の
末
、
蔡
州
上
蔡
縣
南
李
村
の
百
姓
李
簡
、
癇
疾
に
て
卒
す
。
瘞う

づ

め
て
後
、
十
餘
日
、
汝

陽
縣
の
百
姓
張
弘
義
、
素
と
よ
り
、
李
簡
と
相
ひ
識
ら
ず
、
居を

る
所
も
、
相
ひ
去
る
こ
と
十
餘
舍
に
し
て
、

亦
、
病
ひ
に
因
つ
て
死
し
、
宿

ひ
と
よ

を
經
て
、
却か

へ

り
て
活

い
き
か

へ
る
。
復ま

た
父
母
・
妻
子
を
認み

し

ら
ず
、
且
つ
言
ふ

に
、
「
我
れ
は
、
是
れ
、
李
簡
、
家
は
上
蔡
縣
南
李
村
に
あ
り
、
父
の
名
は
亮
な
り
。
」
と
。
驚
き
て
、
そ

の
故
を
問
ふ
に
、
言
は
く
、
「
方ま

さ

に
病
め
る
時
、
夢
に
二
人
有
り
、
黃
な
る
を
著
け
、
帖
を
齎

も
た
ら

す
。
追

ひ
つ
た

て



ら
れ
て
行
く
こ
と
、
數
里
、
一

ひ
と
つ

の
大
城
に
至
る
。
署
し
て
「
王
城
」
と
あ
り
。
引
か
れ
て
一
處
に
入
る
れ

ば
、
人
間

じ
ん
か
ん

の
六
司
院
の
ご
と
し
。
留と

ど

ま
り
居
る
こ
と
、
數
日
、
勘
責
せ
ら
る
る
こ
と
、
悉
く
對

こ
た
い

ふ
る
能
は

ず
。
忽
ち
、
一
人
の
、
外
よ
り
來
た
る
有
り
、
稱
す
ら
く
、
「
錯

あ
や
ま

り
て
李
簡
を
追

ひ
つ
た

て
て
り
。
即

た
だ
ち

に
放
還

す
べ
し
。
」
と
。
一
吏
曰
は
く
、
「
李
簡
の
身
は
壞こ

ぼ

ち
た
り
。
須

す
べ
か

ら
く
別
に
生

し
や
う

を
託
す
べ
し
。
」
と
。
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
引
用
の
省
略
が
あ
る
。
「
選
集
」
で
は
そ
こ
が
あ
り
、
引
用
原
本
で
は
、
「
時
憶
念

父
母
親
族
、
不
欲
別
處
受
生
」
で
、
「
選
集
」
で
は
訓
読
さ
れ
て
、
「
時
に
父
母
・
親
族
を
憶
念
し
、
別
處

に
生
を
受
く
る
を
欲
せ
ず
。」
と
な
っ
て
い
る
。］
因
り
て
復

ふ
た
た

び
本も

と

の
身
に
却か

け

ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。
少
頃

し
ば
ら
く

あ

り
て
、
一
人
を
領つ

れ
て
至
る
を
見
る
。
通ま

う

し
て
曰
は
く
、
「
雜ざ

ふ

職し
き

の
汝
陽
の
張
弘
義
を
追
て
て
到い

た

れ
り
。」

と
。
吏
、
又
、
曰
は
く
、
「
弘
義
の
身
、
幸
ひ
に
、
未
だ
壞
れ
ず
。
速
や
か
に
李
簡
を
し
て
其
の
身
に
託

し
て
、
以
つ
て
餘
年
を
盡
さ
し
め
よ
。
」
と
。
遂
に
兩
吏
に
扶
持

か

か

へ
ら
れ
、
城
よ
り
却か

へ

り
出
づ
。
但た

だ

、
行

く
こ
と
、
甚
だ
、
速
や
か
に
し
て
、

漸
や
う
や
う

と
し
て
知
る
所
無
し
。
忽
ち
、
夢
の
覺さ

む
る
が
ご
と
く
、
人
の

環か
こ

み
て
泣
く
と
、
屋
宇

や

う

と
を
見
る
。
都す

べ

て
復ま

た
認み

し

ら
ず
。
亮
、
其
の
親
族
の
名
・
氏
及
び
平
生
の
細
事
を

訪と

ふ
に
、
知
ら
ざ
る
無
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
よ
く
知
っ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
］
。
先
に
竹

の
作

さ
い
く

を
解よ

く
せ
り
。
因
り
て
、
自
ら
、
房
に
入
り
、
刀
具
を
索も

と

め
、
篾べ

つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
竹
の
表
面
。］

を
破わ

り
て
器
を
成
す
。
語
音
も
擧
止
も
、
信

ま
こ
と

に
李
簡
な
り
。
つ
い
に
汝
陽
に
返
ら
ず
。
時
に
、
成
式

せ
い
し
き

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
書
に
著
者
段
成
式
。
］
が
三
從

さ
ん
し
や
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
母
方
の
叔
父
の
こ
と
か
。］
の
叔
父

は
、
蔡
州
の
司
戶
を
攝か

ね
、
親
し
く
素
の
事
を
驗

み
き
き

せ
り
。
昔
、
扁
鵲

へ
ん
じ
や
く

は
、
魯
の
公こ

う

扈こ

と
趙
の
嬰え

い

齊せ
い

と
の

心
を
易か

へ
、
寤さ

む
る
に
及
び
て
、
互
ひ
に
其
の
室
に
返
り
、
二
室
、
相
ひ
諮は

か

る
、
と
。
是
れ
を
以
つ
て
之

れ
を
稽

か
ん
が

ふ
る
に
、
寓
言
に
は
非
ざ
る
な
り
。
》
。
焉
に
言
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
こ
こ
に
い
へ
る
」
。
］
扁

鵲
の
故
事
は
、
現
存
此
類
話
中
最
も
古
き
者
ら
し
く
、
列
子
湯
問
篇
に
出
た
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
三
年
七
月
人
類
第
二
十
九
卷
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
扁
鵲
」
春
秋
戦
国
時
代
の
伝
説
的
な
医
者
で
中
国
医
学
の
祖
。
イ
ン
ド
の
耆
婆

ジ
ー
ヴ
ァ
カ

と

並
ぶ
名
医
と
さ
れ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
扁
鵲
の
活
動
の
始
ま
り
は
紀
元
前
』
六
五
五
『
年
の

虢
』
（
か
く
）
『
と
い
う
小
国
の
滅
亡
で
、
活
動
の
終
わ
り
は
紀
元
前
』
三
五
〇
『
年
の
秦
の
咸
陽
へ
の
遷

都
で
あ
り
』、
こ
れ
は
彼
が
三
百
『
年
近
く
』
も
『
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
』
と
あ
る
。 

「
列
子
湯
問
篇
に
出
た
り
」
「
列
子
」
は
生
没
年
不
詳
で
、
中
国
古
代
の
思
想
家
。
道
家
の
代
表
者
、
又
。

そ
の
著
作
と
さ
れ
る
書
物
を
指
す
。
名
は
禦
寇

ぎ
ょ
こ
う

。
鄭て

い

の
人
で
、
老
子
の
弟
子
或
い
は
関か

ん

尹い
ん

子し

の
弟
子
、
又

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%81%E9%B5%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%81%E9%B5%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%81%E9%B5%B2


は
老
商
子

ろ
う
し
ょ
う
し

の
弟
子
な
ど
と
言
わ
れ
、
荘
子
の
先
輩
と
も
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
績
は
不
明
。
「
列
子
」
や

「
荘
子

そ

う

じ

」
の
書
中
に
列
禦
寇
の
説
話
が
見
え
る
も
の
の
、
孰
れ
も
事
実
と
は
認
め
難
く
、
た
め
に
、
人
物

の
実
在
を
疑
う
説
も
あ
る
。
当
該
部
は
以
下
。
訓
読
は
所
持
す
る
岩
波
文
庫
（
一
九
八
七
年
刊
）
の
小
林

勝
人

か
つ
ん
ど

氏
の
訳
を
参
考
に
し
た
。 

 
 

 

＊ 

魯
公
扈
、
趙
齊
嬰
二
人
有
疾
、
同
請
扁
鵲
求
治
。
扁
鵲
治
之
。
既
同
愈
。
謂
公
扈
、
齊
嬰
曰
、
「
汝
曩
之

所
疾
、
自
外
而
干
府
藏
者
、
固
藥
石
之
所
已
。
今
有
偕
生
之
疾
、
與
體
偕
長
、
今
爲
汝
攻
之
、
何
如
。
」。

二
人
曰
、
「
願
先
聞
其
驗
。
」
。
扁
鵲
謂
公
扈
曰
、
「
汝
志
彊
而
氣
弱
、
故
足
於
謀
而
寡
於
斷
。
齊
嬰
志
弱
而

氣
彊
、
故
少
於
慮
而
傷
於
專
。
若
換
汝
之
心
、
則
均
於
善
矣
。
」
。
扁
鵲
遂
飮
二
人
毒
酒
、
迷
死
三
日
、
剖

胸
探
心
、
易
而
置
之
、
投
以
神
藥
、
既
悟
、
如
初
。
二
人
辭
歸
。
於
是
公
扈
反
齊
嬰
之
室
、
而
有
其
妻
子
、

妻
子
弗
識
。
齊
嬰
亦
反
公
扈
之
室
、
有
其
妻
子
、
妻
子
亦
弗
識
。
二
室
因
相
與
訟
、
求
辨
於
扁
鵲
。
扁
鵲

辨
其
所
由
、
訟
乃
已
。 

（
魯
の
公こ

う

扈こ

、
趙
の
齊
嬰

さ
い
え
い

の
二
人
、
疾
ひ
有
り
、
同
じ
く
扁
鵲
が
も
と
へ
請い

た

り
て
治ぢ

を
求
む
。
扁
鵲
、
之

れ
を
治
す
。
既
に
同と

も

に
愈
え
た
り
。
公
扈
・
齊
嬰
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、 

「
汝
ら
が
曩さ

き

に
疾
む
所
は
、
外
よ
り
し
て
府
藏

ふ

ざ

う

を
干お

か

す
者
に
し
て
、
固も

と

よ
り
藥
石
の
已い

や
す
所
な
り
。
今
、

偕
生

か
い
せ
い

の
疾
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
先
天
的
疾
患
。
］
有
り
、
體
と
偕と

も

に
長

ち
や
う

ず
。
今
、
汝
ら
が
爲
め
に
之
れ

を
攻を

さ

め
ん
は
、
何
如

い

か

ん

。」 

と
。
二
人
、
曰
は
く
、 

「
願
は
く
は
、
先
づ
其
の
驗

し
る
し

を
聞
か
ん
。」 

と
。 

 

扁
鵲
、
公
扈
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、 

「
汝
は
、

志
こ
こ
ろ
ざ
し

、
彊つ

よ

く
し
て
、
氣き

、
弱よ

わ

し
。
故
に

謀
は
か
り
ご
と

に
足た

り
る
も
、
斷だ

ん

に
寡

す
く
な

し
。
齊
嬰
は
、
志
、
弱

き
も
、
氣
は
彊
し
。
故
に
慮
に
少か

け
て
、
專せ

ん

に
傷や

ぶ

る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
独
断
専
行
し
て
、
失
敗
す
る
。］。

若も

し
汝
ら
の

心
し
ん
ざ
う

を
換
へ
な
ば
、
則
ち
、
善よ

き
に
均ひ

と

し
か
ら
ん
。」 

と
。 

 

扁
鵲
、
遂
に
、
二
人
に
毒
酒
を
飮
ま
し
め
、
迷
死
せ
し
む
る
こ
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
仮
死
状
態
に
さ

せ
る
こ
と
。］、
三
日
、
胸
を
剖さ

き
、
心
を
探さ

ぐ

り
、
易

と
り
か

へ
て
、
之
れ
を
置
き
、
投
ず
る
に
、
神
藥
を
以
つ
て



す
。
既
に
悟さ

む
れ
ば
、
初
め
の
ご
と
し
。
二
人
、
辭
し
て
歸
る
。
是こ

こ

に
於
い
て
、
公
扈
は
齊
嬰
の
室い

へ

に
反か

へ

り
て
、
其
の
妻
子
を
有
せ
ん
と
せ
し
が
、
妻
子
は
識み

し

ら
ず
。
齊
嬰
も
亦
、
公
扈
の
室
に
反
り
て
、
其
の
妻

子
を
有
せ
ん
と
せ
し
が
、
妻
子
も
亦
、
識
ら
ず
。
二

ふ
た
り

の
室つ

ま

、
因
り
て
相
ひ
與と

も

に
訟
へ
て
、
辨

あ
か
し

を
扁
鵲
に

求
む
。
扁
鵲
、
其
の
由よ

る
所
を
辨

あ
き
ら

か
に
し
て
、
訟
へ
、
乃

す
な
は

ち
、
已
み
ぬ
。） 

 
 

 

＊
］ 

   
 

 
 

 

睡
人
及
死
人
の
魂
入
替
り
し
譚 

二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
人
類
二
七
卷
五
號
三
一
三
頁
と
二
九
巻
七
號
に
追
加
す
） 

  

押
上
中
將
頃
ろ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
こ
の
ご
ろ
」
。
］
聊
齋
志
異
十
六
卷
を
惠
送
せ
ら
れ
言
く
、
此
中

に
死
人
の
魂
、
他
の
死
人
の
身
に
入
替
る
話
一
、
二
有
り
し
と
記
憶
す
と
。
予
多
忙
中
全
論
を
通
覽
せ
ざ

れ
ど
、
其
第
一
卷
に
次
の
一
條
あ
る
を
見
出
し
得
た
れ
ば
報
告
す
、
云
く
長
淸
僧
某
道
行
高
潔
、
年
八
十

餘
猶
健
、
一
日
顚
仆
不
起
、
寺
僧
奔
救
、
已
圓
寂
矣
、
僧
不
知
自
死
、
魂
飄
去
至
河
南
界
、
河
南
有
故
紳

子
率
十
餘
騎
、
按
鷹
獵
兎
、
馬
逸
墮
斃
、
魂
適
相
値
、
翕
然
而
合
、
遂
漸
蘇
云
々
、
張
目
曰
、
胡
至
此
、

衆
扶
歸
入
門
、
則
粉
白
黛
綠
者
、
紛
集
顧
問
、
大
駭
曰
、
我
僧
也
、
胡
至
此
、
家
人
以
爲
妄
、
共
提
耳
悟

之
、
僧
亦
不
自
申
解
云
々
、
酒
肉
則
拒
、
夜
獨
宿
云
々
、
雜
請
會
計
、
公
子
托
以
病
倦
、
悉
謝
絕
之
、
惟

問
、
山
東
長
淸
縣
云
々
、
翌
日
遂
發
抵
長
淸
云
々
、
弟
子
見
貴
客
至
云
々
、
答
云
、
吾
師
曩
已
物
化
、
問

墓
所
。
群
導
以
往
、
則
三
尺
孤
墳
荒
草
猶
未
合
也
云
々
、
既
而
戒
馬
欲
歸
、
囑
曰
、
汝
師
戒
行
之
僧
、
所

遺
手
澤
宜
恪
守
云
々
、
既
歸
云
々
、
灰
心
木
坐
、
了
不
勾
當
家
務
、
居
數
月
、
出
門
自
遁
直
抵
舊
寺
、
謂

弟
子
、
我
卽
汝
師
、
衆
疑
其
謬
、
相
視
而
笑
、
乃
述
返
魂
之
由
、
又
言
生
平
所
爲
悉
符
、
衆
乃
信
、
居
以

故
榻
、
事
之
如
平
日
、
後
公
子
家
、
屢
以
輿
馬
來
、
哀
請
之
、
略
不
顧
瞻
、
又
年
餘
、
夫
人
遣
紀
綱
至
、

多
所
饋
遺
、
金
帛
皆
却
之
、
惟
受
布
袍
一
襲
而
已
、
友
人
或
至
其
鄕
、
敬
造
之
見
其
人
默
然
誠
篤
、
年
僅

而
立
、
而
輒
道
其
八
十
餘
年
事
《
長
淸

ち
や
う
せ
い

の
僧
某
は
、
道
行

だ
う
ぎ
や
う

高
潔
、
年
八
十
餘
に
し
て
、
猶
ほ
、
健
や
か

な
り
。
一
日
、
顚ま

ろ

び
仆た

ふ

れ
て
起
き
ず
、
寺
僧
、
奔
り
救
ふ
も
、
已す

で

に
圓ゑ

ん

寂
じ
や
く

せ
り
。
僧
、
自

み
づ
か

ら
死
せ
し
を

知
ら
ず
、
魂こ

ん

、
飄

ひ
る
が

へ
り
て
去
つ
て
河
南
の
界

さ
か
ひ

に
至
る
。
河
南
に
故ふ

る

き
紳
子
有
り
、
十
餘
騎
を
率
い
て
、

鷹
を
按あ

ん

じ
て
、
兎
を
獵か

る
。
馬
、
逸は

や

り
て
、
墮
ち
て
斃た

ふ

る
。
魂
、
適

た
ま
た

ま
相
ひ
値あ

ひ
、
翕
然

き
ふ
ぜ
ん

と
し
て
［
や
ぶ



ち
ゃ
ん
注
：
現
代
仮
名
遣
「
き
ゅ
う
ぜ
ん
」
。
集
ま
る
さ
ま
。
一
致
す
る
さ
ま
。
］
合が

つ

す
。
遂
に
漸

や
う
や

く
蘇

よ
み
が

へ
る
云
々
。
目
を
張み

は

り
て
曰
は
く
、
「
胡な

ん

ぞ
此
こ
に
至
る
や
。
」
と
。
衆
、
扶
け
て
歸
り
て
門
に
入
れ
ば
、

則
ち
、
粉
白
黛
綠

ふ
ん
ぱ
く
た
い
り
よ
く

の
者
、
紛

む
ら
が

り
て
集
ま
り
、
顧
み
て
問
ふ
に
、
大
い
に
駭

お
ど
ろ

き
て
曰
は
く
、
「
我
れ
は
僧

な
り
。
胡
ぞ
此
に
至
れ
る
や
。」
と
。
家
人
、
以
つ
て
、
「
妄ま

う

」
と
爲な

し
、
共と

も

に
耳
を
提と

り
て
、
之
れ
を
悟さ

ま
さ
ん
と
す
。
僧
も
亦
、
自
ら
申
解

い
ひ
わ
け

せ
ず
云
々
。
酒
・
肉
は
、
則
ち
、
拒こ

ば

み
、
夜
は
獨
り
宿い

ぬ
云
々
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
使
用
人
た
ち
が
。
］

雜
い
ち
ま
ぢ

り
て
會
計
を
請
ふ
も
、
公
子
、
病
ひ
に
倦う

む
を
以
つ
て
と

托
か
こ
つ

け
、
悉
く
、
之
れ
を
謝
絕
す
。
惟た

だ
、
山
東
長
淸
縣
の
こ
と
を
問
ふ
云
々
。
翌
日
、
遂
に
發
し
て
長
淸

に
抵い

た

る
云
々
。
弟
子
、
貴
客
の
至
る
を
見
る
云
々
。
答
へ
て
云
は
く
、
「
吾
が
師
は
曩さ

き

に
已
に
物
化
せ
り
。」

と
。
墓
所
を
問
へ
ば
、
群
れ
、
導
き
て
、
以
つ
て
往
け
ば
、
則
ち
、
三
尺
の
孤
墳
に
し
て
、
荒
草
、
猶
ほ
、

未
だ
合お

ほ

は
ざ
る
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
蔽
わ
れ
て
は
い
な
い
。
遷
化
か
ら
未
だ
時
が
経
っ
て
い
な
い
こ

と
を
指
す
。
］
云
々
。
既
に
し
て
馬
を
戒そ

な

へ
て
歸
ら
ん
と
欲
し
、
囑

し
よ
く

し
て
曰
は
く
、
「
汝
ら
の
師
は
、
戒か

い

行
ぎ
や
う

の
僧
た
り
。
遺の

こ

す
所
の
手し

ゆ

澤た
く

、
宜
し
く
恪
守

か
く
し
ゆ

す
べ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
謹
ん
で
守
り
な
さ
い
。
］
。
」

と
云
々
、
既
に
歸
り
て
云
々
。
灰
心
木
坐

か
い
し
ん
も
く
ざ

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
気
が
抜
け
た
よ
う
に
な
る
さ
ま
。
］
、

了つ
ひ

に
家
の
務
め
を
勾
當

と
り
し
き

ら
ず
な
り
ぬ
。
居を

る
こ
と
數
月
、
門
を
出
で
て
、
自み

づ

か
ら
、
遁
れ
、
直す

ぐ
に
舊も

と

の

寺
に
抵い

た

り
、
弟
子
に
謂
は
く
、「
我
れ
、
卽
ち
、
汝
ら
が
師
な
り
。」
と
。
衆
、
其
の
謬

あ
や
ま

れ
る
を
疑
ひ
、
相

ひ
視
て
笑
ふ
。
乃

す
な
は

ち
、
返は

ん

魂ご
ん

の
由よ

し

を
述
べ
、
又
、
生せ

い

平へ
い

の
爲な

す
所
を
言
へ
ば
、
悉
く
、
符ふ

せ
り
。
衆
、
乃

ち
、
信
じ
、
故も

と

の
榻と

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腰
掛
け
。
］
を
以
つ
て
居を

ら
し
め
て
、
之
れ
に
事つ

か

ふ
る
に
、
平

日
の
ご
と
し
。
後
、
公
子
の
家
、
屢

し
ば
し

ば
、
輿こ

し

・
馬
を
以
つ
て
來
た
り
、
之
れ
を
哀
請

あ
い
せ
い

す
る
も
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
帰
宅
を
懇
請
す
る
も
。］、
略

い
さ
さ

か
も
顧
瞻

こ

せ

ん

せ
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
顧
み
な
い
。
無
視
す
る
。］
。
又
、

年
餘
し
て
、
夫
人
、
紀
綱

け

ら

い

を
遣

つ
か
は

し
て
至
り
、
饋
遺

き

い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
布
施
。
］
す
る
所
、
多
し
と
い
へ

ど
も
、
金
帛
は
皆
、
之
れ
を
却

し
り
ぞ

け
、
惟
だ
、
布
袍

ぬ

の

こ

一
襲

ひ
と
か
さ
ね

を
受
く
る
の
み
。
友
人
、
或
い
は
、
其
の
鄕が

う

に

至
り
、
敬
し
て
之
れ
に
造い

た

る
に
、
其
の
人
、
默
然
と
し
て
誠せ

い

篤と
く

な
る
を
見
る
。
年
は
僅
か
に
而
立

じ

り

つ

［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
三
十
歳
。］、
而
れ
ど
も
、
輒

す
な
は

ち
、
其
の
八
十
餘
年
も
の
事
を
道い

ふ
。》。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
三
年
十
月
人
類
第
二
十
九
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
「
聊
齋
志
異
」
の
引
用
は
事
前
に
縦
書
ル
ビ
附
き
で
柴
田
天
馬
氏
の
素
敵
な
現

代
語
訳
を
公
開
し
て
あ
る
。
そ
こ
で
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
同
書
当
該
話
の
影
印
本
を
リ
ン
ク
さ

せ
て
も
あ
る
。
但
し
、
熊
楠
の
引
用
に
は
、
若
干
、
漢
字
表
記
に
不
審
が
あ
る
の
で
（
或
い
は
参
考
底
本
が

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/files/tyouseisou.pdf
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/files/tyouseisou.pdf
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46700&page=82


私
の
も
の
と
異
な
る
だ
け
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
）、
そ
こ
は
修
正
し
、《 

》
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
訓
読
を
附

し
た
。 

「
人
類
二
七
卷
五
號
三
一
三
頁
と
二
九
巻
七
號
」
前
者
は
『
「
南
方
隨
筆
」
底
本
正
字
化
版
「
俗
傳
」
パ

ー
ト
「
睡
眠
中
に
靈
魂
拔
出
づ
と
の
迷
信 

一
」』
を
、
後
者
は
『
「
南
方
隨
筆
」
底
本
正
字
化
版
「
俗
傳
」

パ
ー
ト
「
睡
人
及
死
人
の
魂
入
替
り
し
譚 

一
」』
を
指
す
。 

「
押
上
中
將
」
陸
軍
中
将
押
上

お
し
あ
げ

森
蔵

も
り
ぞ
う

（
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
～
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
）
。
岐
阜

生
ま
れ
。
台
湾
守
備
混
成
第
一
旅
団
参
謀
長
・
東
京
陸
軍
兵
器
本
廠
長
・
陸
軍
砲
兵
大
佐
・
陸
軍
少
将
・

陸
軍
兵
器
本
廠
長
を
経
て
、
陸
軍
中
将
と
し
て
旅
順
要
塞
司
令
官
を
務
め
た
。
南
方
熊
楠
と
の
交
際
機
縁

は
不
詳
。 

「
聊
齋
志
異
」
私
が
小
学
生
高
学
年
よ
り
実
に
五
十
年
も
偏
愛
し
続
け
て
い
る
清
初
の
蒲
松
齢
（
一
六
四

〇
年
～
一
七
一
五
年
）
が
書
い
た
文
語
怪
奇
短
編
小
説
集
。
全
約
五
百
話
。
一
六
七
九
年
頃
に
成
立
し
、

著
者
の
死
後
、
一
七
六
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。］ 

   
 

 
 

 

睡
人
及
死
人
の
魂
入
替
り
し
譚 

三 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
七
卷
五
號
三
一
三
頁
、
二
九
卷
七
號
二
八
九
頁
、
十
號
四
一
六
頁
に
追
加
す
） 

 

今
昔
物
語
卷
二
十
に
讃
岐
國
女
行
冥
途
、
其
魂
還
付
他
身
語
第
十
八
《
讃
岐
の
國
の
女
、
冥
途
に
行
き

て
其
の

魂
た
ま
し
ひ

還
り
て
他ほ

か

の
身
に
付
き
け
る
語こ

と

第
一
八
》
あ
り
。
芳
賀
博
士
の
攷
證
本
に
其
出
處
と
し
て
日

本
靈
異
記
卷
中
、
閻
羅
王
使
鬼
受
所
召
人
所
饗
而
報
恩
緣
《
閻
羅
王
の
使
ひ
の
鬼
、
召
す
所
の
人
の
饗あ

へ

を

受
け
て
恩
を
報
い
る
緣
》
を
出
し
、
類
語
と
し
て
寶
物
集
卷
六
を
引
き
居
る
。
先
づ
死
人
の
魂
が
他
の
屍

體
に
入
替
つ
た
譚
の
本
邦
で
最
も
古
く
記
さ
れ
た
の
は
件
の
靈
異
記
（
嵯
峨
帝
の
時
筆
せ
ら
る
）
の
文
だ

ら
う
。
今
昔
の
も
靈
異
記
の
も
長
文
故
、
寶
物
集
の
斗
り
爰
に
引
く
云
く
、 

 

讃
岐
國
に
依
女
と
云
者
有
り
、
重
き
病
を
受
て
命
終
ぬ
。
父
母
悲
み
の
餘
り
に
祭
を
爲
し
た
り
け
れ
ば
、

鬼
共
祭
物
を
納
受
し
て
け
り
。
鬼
神
の
習
ひ
祭
物
を
受
用
し
て
は
空
く
て
止
む
事
無
き
が
故
に
、
同
名
同

姓
の
も
の
に
取
替
て
け
り
。 

 

故
の
召
人
の
依
女
を
返
し
遣
は
す
に
、
物
騷
し
く
葬
送
を
疾
く
爲
し
た
り
け
れ
ば
、
犬
烏
食
散
し
て
跡

形
無
か
り
け
れ
ば
、
今
の
召
人
が
體
に
故
の
召
人
の
依
女
が
魂
を
入
て
け
り
。
卽
蘇
生
し
て
物
を
云
に
、

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-dac326.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-dac326.html


形
は
我
娘
な
り
と
云
ど
も
我
を
も
見
知
ら
ず
。
物
云
へ
る
も
替
れ
り
。
故
の
依
女
が
父
母
此
事
を
傳
聞
て
、

行
て
見
れ
ば
、
形
は
我
娘
に
非
ず
と
云
ど
も
我
等
を
見
知
り
て
泣
喜
び
、
物
言
ふ
聲
違
ふ
こ
と
無
し
。
此

故
に
四
人
の
父
母
を
持
た
り
。
諸
法
の
空
寂
な
る
こ
と
今
生
す
ら
此
如
、
い
は
ん
や
流
轉
生
死
の
空
寂
推

て
知
り
給
ふ
べ
き
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
正
四
年
一
月
人
類
第
三
十
卷
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
部
が
不
自
然
な
の
で
、
一
段
落
を
増
や
し
た
。
漢
文
脈
部
分
は
後
に
《 

》
で
訓

読
を
挿
入
し
た
。 

「
二
七
卷
五
號
三
一
三
頁
、
二
九
卷
七
號
二
八
九
頁
、
十
號
四
一
六
頁
」
前
二
者
は
「
二
」
の
私
の
注
を

参
照
。
最
後
の
そ
れ
は
こ
の
前
の
そ
の
「
二
」
の
こ
と
。 

『
今
昔
物
語
卷
二
十
に
讃
岐
國
女
行
冥
途
、
其
魂
還
付
他
身
語
第
十
八
あ
り
』
こ
れ
は
事
前
に
『
「
今
昔

物
語
集
」
巻
第
二
十 

讃
岐
國
女
行
冥
途
其
魂
還
付
他
身
語
第
十
八
』
と
し
て
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の

で
、
そ
ち
ら
を
読
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
冒
頭
注
で
、
原
拠
の
「
日
本
靈
異
記
」
も
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
「
群
書
類
従
」
版
の
当
該
部
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。
両
者
は
相
同
性
が
強
い
の

で
電
子
化
し
て
い
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
寶
物
集
」
（
ほ
う
ぶ
つ
し
ふ
）
は
鎌
倉
初
期
の
仏
教
説
話
集
。
平
康
頼
作
。
治
承
年
間 
（
一
一
七
七
年

～
一
七
八
一
年
）
の
成
立
か
。
鬼
界
ヶ
島
か
ら
赦
免
さ
れ
て
京
に
帰
っ
た
康
頼
が
、
嵯
峨
の
釈
迦
堂
（
清

凉
寺
）
に
詣
で
て
、
参
籠
の
人
々
と
の
語
ら
い
を
記
録
し
た
と
い
う
結
構
を
持
つ
。
世
の
中
の
真
の
宝
は

何
か
に
つ
い
て
語
り
合
わ
れ
、
ま
ず
「
隠
れ
蓑
」
、
次
い
で
「
打
ち
出
の
小
槌
」
・
「
金

こ
が
ね

」
と
，
順
次
に
、

こ
れ
こ
そ
第
一
の
宝
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
も
ち
出
さ
れ
る
も
の
の
、
最
後
に
、
僧
に
よ
っ
て
、
仏
法
が

第
一
の
宝
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
そ
の
僧
が
例
話
を
挙
げ
て
、
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
法
語
的
説
話
集
の
先
駆
け
と
な
り
、
「
撰
集
抄
」
・
「
発
心
集
」
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。
熊
楠
の
引

用
は
甚
だ
読
み
難
い
の
で
、
以
下
、
底
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
二
（
一

九
二
七
）
年
富
山
房
刊
の
当
該
部
を
視
認
し
つ
つ
、
所
持
す
る
岩
波
の
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
版
も

参
照
し
て
読
み
易
く
手
を
加
え
て
電
子
化
し
た
。
所
持
本
で
は
巻
第
六
に
載
る
。
但
し
、
こ
れ
に
は
、
話

の
筋
を
取
り
違
え
た
致
命
的
な
箇
所
が
あ
り
、
熊
楠
は
こ
れ
を
引
用
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
（
後
述
）。 

 
 

 
 

＊ 

 

吾
が
朝
に
は
、
讃
岐
國
に
依
女

い

ぢ

よ

と
い
ふ
者
あ
り
。
重
病
を
受
け
て
、
命
、
終
り
ぬ
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-4b7455.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-4b7455.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1879818/40
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1879818/40
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1452746/120
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1452746/120


 

父
母

ぶ

も

、
悲
し
み
の
あ
ま
り
に
、
祭

ま
つ
り

を
な
し
た
り
け
れ
ば
、
鬼
共

お
に
ど
も

、
祭
物

さ
い
も
つ

を
納
受

な
ふ
じ
ゆ

し
て
げ
り
。
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
に
同
じ
。
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
用
形
に
、
過
去
の
助
動
詞

「
け
り
」
が
付
い
た
「
て
け
り
」
が
、
院
政
期
頃
よ
り
、
撥
音
が
添
加
さ
れ
て
「
て
ん
げ
り
」
と
な
っ
た

も
の
の
、「
ん
」
無
表
記
。
軍
記
物
や
説
話
集
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。「
な
め
り
」
を
「
な
ん
め
り
」
と
読

ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
な
ら
、
こ
れ
も
「
て
ん
げ
り
」
と
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。］ 

 

鬼
神
の
習
ひ
は
、
祭
物
を
受
用
し
て
は
、
空む

な

し
く
て
止や

む
事ご

と

な
き
が
故
に
、
同
名
同
姓
の
者
に
取と

り

替か

へ

て
げ
り
。 

 

故も
と

の
召め

し

人う
ど

の
依
女
を
歸
し
遣
は
す
に
、
物
騷
が
し
く
、
葬
送
を
疾と

く
し
た
り
け
れ
ば
、
犬い

ぬ

烏
か
ら
す

［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
「
南
方
隨
筆
」
は
「
犬
鳥
」
と
誤
字
し
て
い
る
の
で
訂
し
た
。
］
食く

ひ
散
ら
し
て
、
跡
形

あ
と
か
た

も
な
く

な
り
け
れ
ば
、
今
の
召
人
の
依
女
が
骸

む
く
ろ

に
、
故
の
召
人
の
依
女
が

魂
た
ま
し
ひ

を
入
れ
て
げ
り
。 

 

則
ち
、
蘇

よ
み
が

へ
り
て
、
も
の
を
云
へ
ば
、 

「
形

か
た
ち

は
我
が
娘
な
り
と
い
へ
ど
も
、
我
を
も
み
し
ら
ず
。」 

物
を
云
へ
る
聲
も
替か

は
り
、
故
の
召
人
の
依
女
が
父
母
、
こ
の
事
を
傳
ヘ
聞
き
て
、
行
き
て
見
れ
ば
、 

「
形
は
我
が
娘
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
我
れ
を
見
知
り
て
、
な
き
悅
ぶ
。
も
の
云
ふ
聲
、
違た

が

ふ
事
な

し
。」 

 

此
の
故ゆ

ゑ

に
、
四
人
の
父
母
を
、
も
ち
た
り
。 

 

諸
法
の
空
寂

く
う
じ
や
く

な
る
事
を
。
今
生

こ
ん
じ
や
う

す
ら
、
此か

く
の
如
し
、
況
や
流
轉
生
死

る
て
ん
し
や
う
じ

の
空
寂
、
推お

し
て
、
知
り
給

ふ
べ
き
な
り
。 

 
 

 

＊ 

「
空
寂
」
宇
宙
の
有
形
無
形
の
一
切
は
、
そ
の
実
体
・
本
性
が
空
で
あ
っ
て
、
思
惟
分
別
を
超
え
て
い
る

こ
と
。
さ
て
。
「
今
昔
物
語
集
」
の
話
と
比
べ
て
、
齟
齬
を
感
じ
、
ご
ち
ゃ
つ
い
て
、
よ
く
判
ら
な
い
展

開
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
則
ち
、
入
れ
替
え
る
相
手
が
誤
っ
て
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
な
お
、「
選
集
」
で
は
「
依
女
」
に
『
よ
り
ひ
め
』
の
ル
ビ
を
振
る
。］ 

 


